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「自らの人生を舵取りする力を育む」 

 校長  竹内 勝広 

早いもので、前期も終了を迎えます。９月には大雨による一斉休校があり、日本各地で

も地震や風水害など異常気象による被害が発生しました。被害に遭われた方々に、心より

お見舞い申し上げます。 

さて、前期の終わりを迎え、朝夕には秋の気配を感じられるようになりました。急な気

温の変化で体調を崩さぬよう、健康管理には十分お気をつけください。保護者や地域の皆

さまにおかれましては、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し

上げます。 

学校では、来年度の創立 50周年記念式典（A50）に向け、生徒から募集したロゴの投票

が行われました。また、昇降口には学校給食配膳室が設置され、エレベーター工事も完成

間近となり、12月頃には、使用開始予定となっています。 

生徒たちは現在、文化祭に向けて学年・委員会・部活動・有志など、さまざまな発表の

準備を文化祭実行委員会が中心となり進めています。 

さて、この夏、２０３１年度完全実施となる次期学習指導要領に向けた審議のまとめ資

料が公開されました。そこで示されているのは、「変化の激しいこの時代において、自らの

人生を舵取りする力」を育んでいくことです。「自らの舵をとる」と聞くと、スケールが大

きく何から始めればよいのかと感じられるかもしれません。しかし、その力をつけるきっ

かけは、実は日々の学習や生活の中にあります。例えば、まさに今、行っている文化祭の

準備の中で、自分の意見を出し、仲間と調整しながらよりよいものを作り上げていく様子

が見られます。ここには「たった一つの正しい答え」があるわけではなく、協働しながら

「最適解」を探っていく過程があります。こうした一つひとつの丁寧な取り組みこそが、

「自らの人生を舵取りする力」として身についていくのではないでしょうか。日々の教育

活動を通じて生徒たちが成長し、生徒たちにとって、新井中学校での生活がより豊かなも

のとなり、将来社会に出たときの大きな「生きる力」となっていくことを期待しています。 
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